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(57)【要約】
【課題】心房中隔欠損症に対して、遠隔期の不具合の可 
能性がほとんどない、低侵襲の治療を実現する医療用材 
料を提供する。
【解決手段】医療用材料は、生体吸収性材料の編み目状 
組織の１つの略中央部と２つの筒部（第１の筒部、第２ 
の筒部）とを含んで形成され、第１の端部１１２に接合 
された手元接合部４１２と、第２の端部１２２に接合さ 
れデリバリーケーブルと螺合する先端接合部４２２とを 
含む。手元接合部４１２と先端接合部４２２とは、それ 
らが一体化された状態を維持するロックと、一体化され 
た状態を維持しないアンロックと、を可逆的または不可 
逆的に実現できる。手元接合部４１２に先端接合部４２ 
２が挿入されると、手元接合部４１２の被係合部４１２ 
Ｃに先端接合部４２２の係合部４２２Ｃが係合すること 
により、医療用材料はアンロック状態からロック状態へ 
遷移される。
【選択図】図１１

審査請求　未請求　請求項の数　3　　ＯＬ　（全13頁）
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 生 体 吸 収 性 を 備 え た 線 材 を 用 い た 編 み 目 状 組 織 の １ つ の 略 中 央 部 と ２ つ の 筒 部 と を 含 む  
筒 体 に よ り 形 成 さ れ た 医 療 用 材 料 で あ っ て 、 前 記 ２ つ の 筒 部 は 、 前 記 略 中 央 部 を 挟 ん だ 第  
１ の 筒 部 と 第 ２ の 筒 部 と を 含 み 、
　 前 記 略 中 央 部 の 筒 径 が 他 の 部 分 の 筒 径 よ り も 小 さ い 形 状 を 備 え 、
　 前 記 略 中 央 部 を 中 心 に し て 前 記 筒 体 の 長 手 方 向 の 一 端 で あ る 第 １ の 端 部 側 の 前 記 第 １ の  
筒 部 と 他 端 で あ る 第 ２ の 端 部 側 の 前 記 第 ２ の 筒 部 と が 形 成 さ れ 、
　 前 記 第 １ の 端 部 と 前 記 第 ２ の 端 部 と が 前 記 略 中 央 部 を 中 心 に し て 離 隔 し て 前 記 他 の 部 分  
の 筒 径 が 縮 小 さ れ て カ テ ー テ ル に 前 記 医 療 用 材 料 が 収 納 さ れ た 場 合 に 前 記 第 ２ の 端 部 側 が  
前 記 カ テ ー テ ル の 先 端 側 と な り 、
　 前 記 医 療 用 材 料 は 、
　 前 記 第 １ の 端 部 に お い て 前 記 編 み 目 状 組 織 に 接 合 さ れ た 手 元 接 合 部 と 、
　 前 記 第 ２ の 端 部 に お い て 前 記 編 み 目 状 組 織 に 接 合 さ れ た 先 端 接 合 部 と を 含 み 、
　 前 記 手 元 接 合 部 は 略 中 空 円 筒 形 状 を 備 え 前 記 先 端 接 合 部 は 略 円 筒 形 状 を 備 え る と と も に  
前 記 手 元 接 合 部 の 略 中 空 円 筒 に 前 記 先 端 接 合 部 の 略 円 筒 が 挿 入 可 能 に 形 成 さ れ 、 前 記 手 元  
接 合 部 と 前 記 先 端 接 合 部 と が 、 一 体 化 さ れ た 状 態 を 維 持 す る ロ ッ ク と 、 前 記 一 体 化 さ れ た  
状 態 を 維 持 し な い ア ン ロ ッ ク と 、 を 可 逆 的 ま た は 不 可 逆 的 に 実 現 で き 、
　 前 記 手 元 接 合 部 の 内 径 は 、 前 記 カ テ ー テ ル に 内 挿 さ れ る デ リ バ リ ー ケ ー ブ ル の 外 径 よ り  
も 大 き く 、
　 前 記 先 端 接 合 部 は 、 前 記 デ リ バ リ ー ケ ー ブ ル 先 端 と 接 合 さ れ た 接 合 状 態 と 、 接 合 さ れ て  
い な い 非 接 合 状 態 と 、 を 選 択 的 に 実 現 で き 、
　 前 記 先 端 接 合 部 と 前 記 デ リ バ リ ー ケ ー ブ ル 先 端 と が 接 合 さ れ た デ リ バ リ ー ケ ー ブ ル が 、  
前 記 第 ２ の 端 部 側 か ら 前 記 略 中 央 部 を 介 し て 前 記 手 元 接 合 部 の 中 空 筒 に 挿 通 さ れ て 、 前 記  
第 １ の 端 部 側 か ら 前 記 医 療 用 材 料 の 外 部 へ 通 す こ と が 可 能 な よ う に 形 成 さ れ 、
　 前 記 先 端 接 合 部 は 、 前 記 デ リ バ リ ー ケ ー ブ ル の 外 径 よ り も 大 き く 前 記 手 元 接 合 部 の 内 径  
よ り も 小 さ い 外 径 部 と 、 前 記 外 径 部 の 外 径 よ り も 大 き い 係 合 部 と を 含 み 、
　 前 記 手 元 接 合 部 は 、 前 記 外 径 部 に 合 致 し た 内 径 部 と 、 前 記 内 径 部 の 内 径 よ り も 大 き く 前  
記 係 合 部 に 合 致 し た 被 係 合 部 と を 含 み 、
　 前 記 手 元 接 合 部 に 前 記 先 端 接 合 部 が 挿 入 さ れ る と 、 前 記 手 元 接 合 部 の 被 係 合 部 に 前 記 先  
端 接 合 部 の 係 合 部 が 係 合 す る こ と に よ り 前 記 ア ン ロ ッ ク 状 態 か ら 前 記 ロ ッ ク 状 態 へ 遷 移 さ  
れ る こ と を 特 徴 と す る 、 医 療 用 材 料 。
【 請 求 項 ２ 】
　 前 記 手 元 接 合 部 は 、 前 記 内 径 部 に 前 記 係 合 部 が 挿 入 さ れ る と き に 前 記 先 端 接 合 部 側 の 内  
径 が 拡 張 す る と と も に 、 前 記 被 係 合 部 に 前 記 係 合 部 が 係 合 す る と 前 記 拡 張 が 解 消 さ れ る 展  
開 性 を 備 え る こ と を 特 徴 と す る 、 請 求 項 １ に 記 載 の 医 療 用 材 料 。
【 請 求 項 ３ 】
　 略 中 空 円 筒 形 状 を 備 え る 前 記 手 元 接 合 部 は 、 前 記 先 端 接 合 部 側 の 端 面 か ら 予 め 定 め ら れ  
た 位 置 で あ っ て 前 記 第 １ の 端 部 側 の 端 面 に 到 達 し な い 位 置 ま で 、 前 記 略 中 空 円 筒 に お け る  
外 面 と 内 面 と を 連 通 す る 溝 で あ っ て 前 記 デ リ バ リ ー ケ ー ブ ル の 長 手 方 向 に 沿 っ た １ 以 上 の  
溝 を 備 え る こ と に よ り 前 記 展 開 性 を 実 現 す る こ と を 特 徴 と す る 、 請 求 項 ２ に 記 載 の 医 療 用  
材 料 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 発 明 は 、 生 体 組 織 に 形 成 さ れ た 穴 を 治 療 す る た め の 医 療 用 材 料 に 関 し 、 特 に 、 カ テ ー  
テ ル に セ ッ ト さ れ て 血 管 内 を 通 じ て 治 療 部 位 ま で 送 り 込 ま れ て 生 体 内 に 留 置 さ れ る 医 療 用  
材 料 に 関 す る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
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　 人 間 の 心 臓 は 中 隔 と い う 組 織 で 左 右 の 部 屋 が 仕 切 ら れ て お り 、 左 右 そ れ ぞ れ に 心 房 と 心  
室 と が あ り 、 右 心 房 、 右 心 室 、 左 心 房 、 左 心 室 の ２ 心 房 ２ 心 室 で 構 成 さ れ て い る 。 こ の よ  
う な 構 成 の 心 臓 に お い て 、 胎 児 期 の 発 達 障 害 に よ り 、 右 心 房 と 左 心 房 と を 隔 て る 心 房 中 隔  
に 先 天 的 に 穴 が 開 い て い る 心 房 中 隔 欠 損 症 （ Ａ Ｓ Ｄ ： Ａ ｔ ｒ ｉ ａ ｌ   Ｓ ｅ ｐ ｔ ａ ｌ   Ｄ ｅ  
ｆ ｅ ｃ ｔ ） と い う 疾 患 が あ る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 こ の 心 房 中 隔 欠 損 症 の 治 療 と し て は 、 以 下 に 示 す ２ つ の 方 法 が あ る 。 ひ と つ は 胸 を 切 っ  
て 行 う 外 科 手 術 、 も う ひ と つ が 胸 を 切 ら ず に 、 閉 鎖 栓 を 使 っ た カ テ ー テ ル 治 療 で あ る 。
　 外 科 手 術 （ パ ッ チ 手 術 ） は 、 人 工 心 肺 を 使 用 し 、 開 胸 し て 、 穴 を パ ッ チ に て 閉 じ る 。 カ  
テ ー テ ル 治 療 は 、 カ テ ー テ ル に 閉 鎖 栓 を セ ッ ト し 、 カ テ ー テ ル を 血 管 内 に 挿 入 し 、 目 的 の  
位 置 （ 穴 の 位 置 ） ま で 送 り 込 ん で 、 そ の 後 、 閉 鎖 栓 を 放 出 し 体 内 に 留 置 す る 。 こ の カ テ ー  
テ ル 治 療 で は 胸 を 切 開 し な い で 足 の 付 け 根 の 静 脈 （ 大 腿 静 脈 ） か ら 、 細 長 く 折 り 畳 ん だ 閉  
鎖 栓 と よ ば れ る 小 さ な 治 具 （ デ バ イ ス ） を 心 房 中 隔 に 開 い た 穴 の 位 置 ま で 送 り 込 み 、 穴 を  
塞 ぐ も の で あ る 。 こ の カ テ ー テ ル 治 療 の 長 所 は 、 全 身 麻 酔 が 必 要 な 開 胸 手 術 を す る こ と な  
く 、 足 の 付 け 根 （ そ け い 部 ） と い う 目 立 た な い 場 所 か ら 、 ご く 小 さ な 皮 膚 の 切 開 （ 数 ミ リ  
） で 治 療 が で き る 点 で あ る 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 特 開 ２ ０ ２ １ － ０ ５ ３ ２ ６ ７ 号 公 報 （ 特 許 文 献 １ ） は 、 こ の よ う な カ テ ー テ ル 治 療 に 好  
適 に 用 い ら れ 、 生 体 内 の 治 療 部 位 に て 放 出 ・ 留 置 で き る 低 侵 襲 の カ テ ー テ ル 治 療 を 、 複 雑  
な 構 造 を 備 え ず 容 易 か つ 確 実 な 操 作 で 可 能 と な り 、 体 内 に 残 存 し て も 遠 隔 期 の 不 具 合 の 可  
能 性 が ほ と ん ど な い 、 医 療 用 材 料 を 開 示 す る 。
【 先 行 技 術 文 献 】
【 特 許 文 献 】
【 ０ ０ ０ ５ 】
【 特 許 文 献 １ 】 特 開 ２ ０ ２ １ － ０ ５ ３ ２ ６ ７ 号 公 報
【 発 明 の 概 要 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 パ ッ チ 手 術 の 場 合 に は 、 人 工 心 肺 を 使 用 し 、 ま た 、 侵 襲 性 が 高 い た め 入 院 期 間 が 長 く な  
る と い う 問 題 が あ る 。 カ テ ー テ ル 治 療 の 場 合 に は 、 人 工 心 肺 は 使 用 せ ず 、 ま た 、 侵 襲 性 も  
低 い た め 入 院 期 間 も 短 く 好 ま し い 。
　 特 許 文 献 １ に 開 示 さ れ る 医 療 用 材 料 は 、 本 願 出 願 人 に よ り 開 発 さ れ て 出 願 さ れ た デ バ イ  
ス で あ っ て 好 評 を 得 て い る 。 こ こ で 、 特 許 文 献 １ に 開 示 さ れ る 医 療 用 材 料 は 、 編 み 目 状 組  
織 の ２ つ の 筒 体 （ 第 １ の 筒 部 お よ び 第 ２ の 筒 部 ） に よ り 形 成 さ れ 、 第 １ の 端 部 に 接 合 さ れ  
た 手 元 接 合 部 と 、 第 ２ の 端 部 に 接 合 さ れ デ リ バ リ ー ケ ー ブ ル と 螺 合 す る 先 端 接 合 部 と を 含  
み 、 手 元 接 合 部 と 先 端 接 合 部 と が 一 体 化 さ れ た 状 態 を 維 持 す る ロ ッ ク と 、 一 体 化 さ れ た 状  
態 を 維 持 し な い ア ン ロ ッ ク と 、 を 選 択 的 に 実 現 で き る 。 こ の ア ン ロ ッ ク 状 態 か ら ロ ッ ク 状  
態 へ の 移 行 （ お よ び そ の 逆 ） の 作 業 性 に つ い て は 、 改 良 の 余 地 が 残 さ れ て い た 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 本 発 明 は 、 従 来 技 術 と し て 開 示 さ れ た 特 許 文 献 １ に 開 示 さ れ た 医 療 用 材 料 に 鑑 み て 開 発  
さ れ た も の で あ り 、 そ の 目 的 と す る と こ ろ は 、 生 体 内 の 治 療 部 位 に て 放 出 ・ 留 置 で き る 低  
侵 襲 の カ テ ー テ ル 治 療 を 、 複 雑 な 構 造 を 備 え ず 容 易 か つ 確 実 な 操 作 で 可 能 と な り 、 体 内 に  
残 存 し て も 遠 隔 期 の 不 具 合 の 可 能 性 が ほ と ん ど な い 、 医 療 用 材 料 を 提 供 す る こ と を 目 的 と  
す る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 上 記 目 的 を 達 成 す る た め 、 本 発 明 に 係 る 医 療 用 材 料 は 以 下 の 技 術 的 手 段 を 講 じ て い る 。
　 す な わ ち 、 本 発 明 に 係 る 医 療 用 材 料 は 、 生 体 吸 収 性 を 備 え た 線 材 を 用 い た 編 み 目 状 組 織  
の １ つ の 略 中 央 部 と ２ つ の 筒 部 と を 含 む 筒 体 に よ り 形 成 さ れ た 医 療 用 材 料 で あ っ て 、 前 記  
２ つ の 筒 部 は 、 前 記 略 中 央 部 を 挟 ん だ 第 １ の 筒 部 と 第 ２ の 筒 部 と を 含 み 、 前 記 略 中 央 部 の  
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筒 径 が 他 の 部 分 の 筒 径 よ り も 小 さ い 形 状 を 備 え 、 前 記 略 中 央 部 を 中 心 に し て 前 記 筒 体 の 長  
手 方 向 の 一 端 で あ る 第 １ の 端 部 側 の 前 記 第 １ の 筒 部 と 他 端 で あ る 第 ２ の 端 部 側 の 前 記 第 ２  
の 筒 部 と が 形 成 さ れ 、 前 記 第 １ の 端 部 と 前 記 第 ２ の 端 部 と が 前 記 略 中 央 部 を 中 心 に し て 離  
隔 し て 前 記 他 の 部 分 の 筒 径 が 縮 小 さ れ て カ テ ー テ ル に 前 記 医 療 用 材 料 が 収 納 さ れ た 場 合 に  
前 記 第 ２ の 端 部 側 が 前 記 カ テ ー テ ル の 先 端 側 と な り 、 前 記 医 療 用 材 料 は 、 前 記 第 １ の 端 部  
に お い て 前 記 編 み 目 状 組 織 に 接 合 さ れ た 手 元 接 合 部 と 、 前 記 第 ２ の 端 部 に お い て 前 記 編 み  
目 状 組 織 に 接 合 さ れ た 先 端 接 合 部 と を 含 み 、 前 記 手 元 接 合 部 は 略 中 空 円 筒 形 状 を 備 え 前 記  
先 端 接 合 部 は 略 円 筒 形 状 を 備 え る と と も に 前 記 手 元 接 合 部 の 略 中 空 円 筒 に 前 記 先 端 接 合 部  
の 略 円 筒 が 挿 入 可 能 に 形 成 さ れ 、 前 記 手 元 接 合 部 と 前 記 先 端 接 合 部 と が 、 一 体 化 さ れ た 状  
態 を 維 持 す る ロ ッ ク と 、 前 記 一 体 化 さ れ た 状 態 を 維 持 し な い ア ン ロ ッ ク と 、 を 可 逆 的 ま た  
は 不 可 逆 的 に 実 現 で き 、 前 記 手 元 接 合 部 の 内 径 は 、 前 記 カ テ ー テ ル に 内 挿 さ れ る デ リ バ リ  
ー ケ ー ブ ル の 外 径 よ り も 大 き く 、 前 記 先 端 接 合 部 は 、 前 記 デ リ バ リ ー ケ ー ブ ル 先 端 と 接 合  
さ れ た 接 合 状 態 と 、 接 合 さ れ て い な い 非 接 合 状 態 と 、 を 選 択 的 に 実 現 で き 、 前 記 先 端 接 合  
部 と 前 記 デ リ バ リ ー ケ ー ブ ル 先 端 と が 接 合 さ れ た デ リ バ リ ー ケ ー ブ ル が 、 前 記 第 ２ の 端 部  
側 か ら 前 記 略 中 央 部 を 介 し て 前 記 手 元 接 合 部 の 中 空 筒 に 挿 通 さ れ て 、 前 記 第 １ の 端 部 側 か  
ら 前 記 医 療 用 材 料 の 外 部 へ 通 す こ と が 可 能 な よ う に 形 成 さ れ 、 前 記 先 端 接 合 部 は 、 前 記 デ  
リ バ リ ー ケ ー ブ ル の 外 径 よ り も 大 き く 前 記 手 元 接 合 部 の 内 径 よ り も 小 さ い 外 径 部 と 、 前 記  
外 径 部 の 外 径 よ り も 大 き い 係 合 部 と を 含 み 、 前 記 手 元 接 合 部 は 、 前 記 外 径 部 に 合 致 し た 内  
径 部 と 、 前 記 内 径 部 の 内 径 よ り も 大 き く 前 記 係 合 部 に 合 致 し た 被 係 合 部 と を 含 み 、 前 記 手  
元 接 合 部 に 前 記 先 端 接 合 部 が 挿 入 さ れ る と 、 前 記 手 元 接 合 部 の 被 係 合 部 に 前 記 先 端 接 合 部  
の 係 合 部 が 係 合 す る こ と に よ り 前 記 ア ン ロ ッ ク 状 態 か ら 前 記 ロ ッ ク 状 態 へ 遷 移 さ れ る こ と  
を 特 徴 と す る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 好 ま し く は 、 前 記 手 元 接 合 部 は 、 前 記 内 径 部 に 前 記 係 合 部 が 挿 入 さ れ る と き に 前 記 先 端  
接 合 部 側 の 内 径 が 拡 張 す る と と も に 、 前 記 被 係 合 部 に 前 記 係 合 部 が 係 合 す る と 前 記 拡 張 が  
解 消 さ れ る 展 開 性 を 備 え る よ う に 構 成 す る こ と が で き る 。
　 さ ら に 好 ま し く は 、 略 中 空 円 筒 形 状 を 備 え る 前 記 手 元 接 合 部 は 、 前 記 先 端 接 合 部 側 の 端  
面 か ら 予 め 定 め ら れ た 位 置 で あ っ て 前 記 第 １ の 端 部 側 の 端 面 に 到 達 し な い 位 置 ま で 、 前 記  
略 中 空 円 筒 に お け る 外 面 と 内 面 と を 連 通 す る 溝 で あ っ て 前 記 デ リ バ リ ー ケ ー ブ ル の 長 手 方  
向 に 沿 っ た １ 以 上 の 溝 を 備 え る こ と に よ り 前 記 展 開 性 を 実 現 す る よ う に 構 成 す る こ と が で  
き る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
　 さ ら に 好 ま し く は 、 前 記 予 め 定 め ら れ た 位 置 は 、 前 記 被 係 合 部 よ り も 手 元 側 で あ る 前 記  
第 １ の 端 部 側 の 位 置 で あ る よ う に 構 成 す る こ と が で き る 。
　 さ ら に 好 ま し く は 、 前 記 係 合 部 お よ び ／ ま た は 前 記 被 係 合 部 は 、 前 記 手 元 接 合 部 に 前 記  
先 端 接 合 部 が 挿 入 さ れ る ア ン ロ ッ ク か ら ロ ッ ク へ 遷 移 さ れ る と き よ り も 、 前 記 手 元 接 合 部  
か ら 前 記 先 端 接 合 部 を 離 脱 さ せ る ロ ッ ク か ら ア ン ロ ッ ク へ 遷 移 さ せ る と き の 方 が 、 前 記 手  
元 接 合 部 と 前 記 先 端 接 合 部 と の 相 対 的 移 動 に お け る 抵 抗 が 大 き い 形 状 を 備 え る よ う に 構 成  
す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ １ 】
　 さ ら に 好 ま し く は 、 前 記 形 状 は 、 手 元 側 で あ る 前 記 第 １ の 端 部 側 が 先 端 側 で あ る 前 記 第  
２ の 端 部 側 よ り も 滑 ら か な 形 状 で あ る よ う に 構 成 す る こ と が で き る 。
　 さ ら に 好 ま し く は 、 手 元 側 で あ る 前 記 第 １ の 端 部 側 が 曲 面 形 状 を 含 み 、 先 端 側 で あ る 前  
記 第 ２ の 端 部 側 が 平 面 形 状 を 含 ん で 形 成 さ れ る 形 状 で あ る よ う に 構 成 す る こ と が で き る 。
【 発 明 の 効 果 】
【 ０ ０ １ ２ 】
　 本 発 明 の 医 療 用 材 料 に よ れ ば 、 生 体 内 の 治 療 部 位 に て 放 出 ・ 留 置 で き る 低 侵 襲 の カ テ ー  
テ ル 治 療 を 、 複 雑 な 構 造 を 備 え ず 容 易 か つ 確 実 な 操 作 で 可 能 と な る 。 さ ら に 、 本 発 明 の 医  
療 用 材 料 に よ れ ば 、 体 内 に 残 存 し て も 遠 隔 期 の 不 具 合 の 可 能 性 が ほ と ん ど な い 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
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【 ０ ０ １ ３ 】
【 図 １ 】 本 発 明 に 係 る 医 療 用 材 料 の 一 例 で あ る 医 療 用 材 料 １ ０ ０ の 全 体 図 （ 第 １ の 端 部 と  
第 ２ の 端 部 と の 距 離 が 接 近 状 態 ） で あ る 。
【 図 ２ 】 医 療 用 材 料 １ ０ ０ の 全 体 図 （ 第 １ の 端 部 と 第 ２ の 端 部 と の 距 離 が 中 間 状 態 ） で あ  
る 。
【 図 ３ 】 医 療 用 材 料 １ ０ ０ の 全 体 図 （ そ の 全 体 が カ テ ー テ ル ３ ０ ０ 内 に 収 納 さ れ て 第 １ の  
端 部 と 第 ２ の 端 部 と の 距 離 が 離 隔 状 態 ） で あ る 。
【 図 ４ 】 医 療 用 材 料 １ ０ ０ の 全 体 図 （ 第 ２ の 筒 部 が カ テ ー テ ル ３ ０ ０ 外 に 出 さ れ て 第 １ の  
筒 部 が カ テ ー テ ル ３ ０ ０ 内 に 収 納 さ れ た 状 態 ） で あ る 。
【 図 ５ 】 （ Ａ ） は 図 ２ の 状 態 に お け る 医 療 用 材 料 １ ０ ０ の 部 分 的 な 側 面 図 で あ っ て 、 （ Ｂ  
） は そ の Ａ － Ａ 断 面 図 で あ る 。
【 図 ６ 】 医 療 用 材 料 １ ０ ０ を 心 房 中 隔 欠 損 症 の カ テ ー テ ル 治 療 に 用 い る 場 合 の 概 念 図 で あ  
る 。
【 図 ７ 】 カ テ ー テ ル 治 療 の 手 順 を 示 す 図 ６ の Ｂ 部 の 拡 大 図 （ そ の １ ） で あ る 。
【 図 ８ 】 カ テ ー テ ル 治 療 の 手 順 を 示 す 図 ６ の Ｂ 部 の 拡 大 図 （ そ の ２ ） で あ る 。
【 図 ９ 】 カ テ ー テ ル 治 療 の 手 順 を 示 す 図 ６ の Ｂ 部 の 拡 大 図 （ そ の ３ ） で あ る 。
【 図 １ ０ 】 医 療 用 材 料 １ ０ ０ の 先 端 側 端 部 （ 第 ２ の 端 部 １ ２ ２ ） に 設 け ら れ る 先 端 接 合 部  
４ ２ ２ お よ び 手 元 側 端 部 （ 第 １ の 端 部 １ １ ２ ） に 設 け ら れ る 手 元 接 合 部 ４ １ ２ を 説 明 す る  
た め の 斜 視 図 で あ る 。
【 図 １ １ 】 図 １ ０ に 示 す 図 の 切 断 図 を 含 む 図 で あ る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 形 態 】
【 ０ ０ １ ４ 】
　 以 下 、 本 発 明 に 係 る 医 療 用 材 料 を 、 図 面 に 基 づ き 詳 し く 説 明 す る 。 な お 、 以 下 に お い て  
は 、 本 発 明 に 係 る 医 療 用 材 料 の 一 例 と し て 、 カ テ ー テ ル 治 療 に 用 い ら れ る 閉 鎖 栓 （ 医 療 用  
材 料 １ ０ ０ と 記 載 す る 場 合 が あ る ） に つ い て 説 明 す る が 、 本 発 明 に 係 る 医 療 用 材 料 は 、 そ  
の 他 の 開 口 ま た は 通 路 、 た と え ば 心 室 中 隔 欠 損 、 動 脈 管 開 存 等 の 心 臓 の そ の 他 の 開 口 、 お  
よ び 動 静 脈 瘻 等 の 生 体 の そ の 他 の 部 位 （ た と え ば 胃 ） の 開 口 ま た は 通 路 の 閉 鎖 に も 適 し て  
い る 。 従 っ て 、 本 発 明 の 実 施 の 形 態 に 係 る 閉 鎖 栓 （ 医 療 用 材 料 １ ０ ０ ） は 、 心 房 中 隔 欠 損  
症 の 穴 を 閉 鎖 す る た め の 使 用 に 限 定 さ れ る も の で は な い 。
【 ０ ０ １ ５ 】
　 さ ら に 、 以 下 の 実 施 の 形 態 に お い て は 、 本 発 明 に 係 る 医 療 用 材 料 の 一 例 で あ る 医 療 用 材  
料 １ ０ ０ の 編 み 目 状 組 織 は 生 体 吸 収 性 （ 生 分 解 性 お よ び 生 体 分 解 性 と 同 義 で あ る ） 繊 維 （  
線 材 の 一 例 ） を 編 成 し た も の と し て 説 明 す る が 、 本 発 明 は こ れ に 限 定 さ れ る も の で は な い  
。 本 発 明 に 係 る 医 療 用 材 料 は 、 生 体 に 形 成 さ れ た 穴 を 閉 鎖 す る カ テ ー テ ル 治 療 が で き る 閉  
鎖 栓 （ 医 療 用 材 料 １ ０ ０ ） で あ れ ば よ く 、 そ の 編 み 目 状 組 織 も 素 材 も 限 定 さ れ る も の で は  
な く 、 た と え ば 素 材 は 生 体 吸 収 性 繊 維 以 外 の 線 材 で 編 成 さ れ て い て も 構 わ な い 。 こ の よ う  
な 線 材 と し て は 、 閉 鎖 栓 （ 医 療 用 材 料 １ ０ ０ ） の 形 状 保 持 性 を 備 え る た め に 、 あ る 程 度 の  
硬 度 を 備 え る 線 材 で あ る こ と が 好 ま し い 。
【 ０ ０ １ ６ 】
　 図 １ に 本 実 施 の 形 態 に 係 る 医 療 用 材 料 １ ０ ０ の 全 体 図 （ 第 １ の 端 部 １ １ ２ と 第 ２ の 端 部  
１ ２ ２ と の 距 離 が 接 近 状 態 ） を 、 図 ２ に こ の 医 療 用 材 料 １ ０ ０ の 別 の 全 体 図 （ 第 １ の 端 部  
１ １ ２ と 第 ２ の 端 部 １ ２ ２ と の 距 離 が 中 間 状 態 ） を 、 図 ３ に こ の 医 療 用 材 料 １ ０ ０ の さ ら  
に 別 の 全 体 図 （ 医 療 用 材 料 １ ０ ０ の 全 体 が カ テ ー テ ル ３ ０ ０ 内 に 収 納 さ れ て 第 １ の 端 部 １  
１ ２ と 第 ２ の 端 部 １ ２ ２ と の 距 離 が 離 隔 状 態 ） を 、 図 ４ に こ の 医 療 用 材 料 １ ０ ０ の さ ら に  
別 の 全 体 図 （ 第 ２ の 筒 部 １ ２ ０ が カ テ ー テ ル ３ ０ ０ の 外 に 出 さ れ て 第 １ の 筒 部 １ １ ０ が カ  
テ ー テ ル ３ ０ ０ 内 に 収 納 さ れ た 状 態 ） を 、 そ れ ぞ れ 示 す 。 な お 、 こ の 医 療 用 材 料 １ ０ ０ の  
カ テ ー テ ル ３ ０ ０ へ の 収 納 関 係 と し て は 、 図 ３ は こ の 医 療 用 材 料 １ ０ ０ の 全 体 が カ テ ー テ  
ル ３ ０ ０ に 収 納 さ れ て い る 状 態 を 、 図 ４ は こ の 医 療 用 材 料 １ ０ ０ の 半 分 （ 第 １ の 筒 部 １ １  
０ 側 ） が カ テ ー テ ル ３ ０ ０ に 収 納 さ れ て い る 状 態 を 、 そ れ ぞ れ 示 す 図 で あ る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
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　 時 間 遷 移 的 に は 、 図 ３ に 示 す カ テ ー テ ル ３ ０ ０ の 内 部 （ 内 壁 ３ １ ０ に よ り 形 成 さ れ る 空  
間 ） に そ の 全 体 が 収 納 さ れ て い る 医 療 用 材 料 １ ０ ０ を 、 第 ２ の 筒 部 １ ２ ０ を カ テ ー テ ル ３  
０ ０ の 開 口 部 ３ ２ ０ か ら 矢 示 Ｙ 方 向 に 出 す と 図 ４ の 状 態 に な っ て 、 さ ら に 第 １ の 筒 部 １ １  
０ を 矢 示 Ｙ 方 向 に 出 す と 図 １ の 状 態 に な る 。 こ こ で 、 図 ２ に 示 す 医 療 用 材 料 １ ０ ０ の 状 態  
は 、 第 １ の 端 部 １ １ ２ と 第 ２ の 端 部 １ ２ ２ と の 距 離 が 中 間 状 態 で あ っ て 仮 想 的 な 状 態 で あ  
る 。 ま た 、 図 ５ （ Ａ ） に 、 こ の 医 療 用 材 料 １ ０ ０ の 部 分 的 な 側 面 図 を 、 図 ５ （ Ｂ ） に 図 ２  
お よ び 図 ５ （ Ａ ） の Ａ － Ａ 断 面 図 を 、 そ れ ぞ れ 示 す 。 な お 、 図 ５ （ Ｂ ） は 、 医 療 用 材 料 １  
０ ０ （ よ り 詳 し く は 第 ２ の 筒 部 １ ２ ０ ） の 断 面 図 で あ る が 、 デ リ バ リ ー ケ ー ブ ル ５ ０ ０ の  
ケ ー ブ ル 本 体 ５ １ ０ の 断 面 を 図 示 し て 、 断 面 図 の 方 向 を 示 す た め に 用 い た 矢 示 Ａ 方 向 か ら  
視 認 で き る 生 体 吸 収 性 繊 維 １ ５ ０ の 編 み 目 を 図 示 し て い な い 。 ま た 、 図 １ ０ お よ び 図 １ １  
は 、 医 療 用 材 料 １ ０ ０ の 先 端 側 端 部 （ 第 ２ の 端 部 １ ２ ２ ） に 設 け ら れ る 先 端 接 合 部 ４ ２ ２  
お よ び 手 元 側 端 部 （ 第 １ の 端 部 １ １ ２ ） に 設 け ら れ る 手 元 接 合 部 ４ １ ２ な ら び に 先 端 接 合  
部 ４ ２ ２ に 螺 合 に よ り 接 合 さ れ る デ リ バ リ ー ケ ー ブ ル ５ ０ ０ を 説 明 す る た め の 図 で あ る 。  
な お 、 「 手 元 」 と 「 根 元 」 と は 同 義 で あ る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
　 こ こ で 、 先 端 接 合 部 ４ ２ ２ は 、 デ リ バ リ ー ケ ー ブ ル ５ ０ ０ の ケ ー ブ ル 本 体 ５ １ ０ の 先 端  
と 接 合 さ れ た 接 合 状 態 と 、 接 合 さ れ て い な い 非 接 合 状 態 と 、 を 選 択 的 に 実 現 で き る 。 た と  
え ば 、 デ リ バ リ ー ケ ー ブ ル ５ ０ ０ の ケ ー ブ ル 本 体 ５ １ ０ の 先 端 に 雄 ネ ジ を 設 け て 略 円 柱 形  
状 の 先 端 接 合 部 ４ ２ ２ に 雄 ネ ジ に 螺 合 す る 雌 ネ ジ を 設 け て （ 図 １ ０ （ Ａ ） で は ネ ジ を 記 載  
し て い な い ） 、 こ れ ら の 雌 ネ ジ と 雄 ネ ジ と を 螺 合 す る こ と に よ り 接 合 状 態 を 実 現 さ せ て 、  
そ の 螺 合 を 解 放 す る こ と に よ り 非 接 合 状 態 を 実 現 さ せ る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
　 こ れ ら の 図 １ ～ 図 ５ お よ び 図 １ ０ 、 図 １ １ に 示 す よ う に 、 こ の 医 療 用 材 料 １ ０ ０ は 、 大  
略 的 に は 、 線 材 を 用 い た 編 み 目 状 組 織 の １ つ の 略 中 央 部 と ２ つ の 筒 部 と を 含 む 筒 体 に よ り  
形 成 さ れ 、 こ の 筒 体 の 略 中 央 部 １ ３ ０ の 筒 径 が 他 の 部 分 の 筒 径 よ り も 小 さ い 形 状 を 備 え 、  
略 中 央 部 １ ３ ０ を 中 心 に し て 医 療 用 材 料 １ ０ ０ に お け る 筒 体 長 手 方 向 の 第 １ の 端 部 １ １ ２  
側 の 第 １ の 筒 部 １ １ ０ と 他 の 端 部 （ 第 ２ の 端 部 １ ２ ２ ） 側 の 第 ２ の 筒 部 １ ２ ０ と が 形 成 さ  
れ て い る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 そ し て 特 徴 的 で あ る の は 、 第 １ の 端 部 １ １ ２ と 第 ２ の 端 部 １ ２ ２ と が 略 中 央 部 １ ３ ０ を  
中 心 に し て 離 隔 し て 他 の 部 分 の 筒 径 が 縮 小 さ れ て カ テ ー テ ル ３ ０ ０ に 医 療 用 材 料 １ ０ ０ が  
収 納 さ れ た 場 合 に （ 図 ３ に 示 す 状 態 ） 第 ２ の 端 部 １ ２ ２ 側 が カ テ ー テ ル ３ ０ ０ の 先 端 側 と  
な る 。 こ の 場 合 に お い て 、 こ の 医 療 用 材 料 １ ０ ０ は 、 第 １ の 端 部 １ １ ２ に お い て 編 み 目 状  
組 織 に 接 合 さ れ た 手 元 接 合 部 ４ １ ２ と 、 第 ２ の 端 部 １ ２ ２ に お い て 編 み 目 状 組 織 に 接 合 さ  
れ た 先 端 接 合 部 ４ ２ ２ と を 含 む 。 な お 、 限 定 さ れ る も の で は な い が 、 第 １ の 筒 部 １ １ ０ を  
形 成 す る 生 体 吸 収 性 繊 維 １ ５ ０ が 手 元 接 合 部 ４ １ ２ に 設 け ら れ た 穴 部 ４ １ ２ Ｈ に 通 さ れ て  
、 こ の よ う に 穴 部 ４ １ ２ Ｈ に 通 さ れ た 生 体 吸 収 性 繊 維 １ ５ ０ が 穴 部 ４ １ ２ Ｈ に 通 さ れ て い  
な い 生 体 吸 収 性 繊 維 １ ５ ０ と 結 ば れ る こ と 等 に よ り 第 １ の 端 部 １ １ ２ に お い て 編 み 目 状 組  
織 に 手 元 接 合 部 ４ １ ２ が 接 合 さ れ 、 第 ２ の 筒 部 １ ２ ０ を 形 成 す る 生 体 吸 収 性 繊 維 １ ５ ０ が  
先 端 接 合 部 ４ ２ ２ に 設 け ら れ た 穴 部 ４ ２ ２ Ｈ に 通 さ れ て 、 こ の よ う に 穴 部 ４ ２ ２ Ｈ に 通 さ  
れ た 生 体 吸 収 性 繊 維 １ ５ ０ が 穴 部 ４ ２ ２ Ｈ に 通 さ れ て い な い 生 体 吸 収 性 繊 維 １ ５ ０ と 結 ば  
れ る こ と 等 に よ り 第 ２ の 端 部 １ ２ ２ に お い て 編 み 目 状 組 織 に 先 端 接 合 部 ４ ２ ２ が 接 合 さ れ  
て い る 。 な お 、 穴 部 ４ １ ２ Ｈ お よ び 穴 部 ４ ２ ２ Ｈ の 個 数 は 限 定 さ れ る も の で は な い が 、 ４  
個 ず つ 設 け ら れ て い る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
　 こ こ で 、 先 端 接 合 部 ４ ２ ２ は 、 デ リ バ リ ー ケ ー ブ ル ５ ０ ０ 先 端 と 接 合 さ れ た 接 合 状 態 と  
、 接 合 さ れ て い な い 非 接 合 状 態 と 、 を 選 択 的 に 実 現 で き る よ う に 構 成 さ れ て い る 。 先 端 接  
合 部 ４ ２ ２ と デ リ バ リ ー ケ ー ブ ル ５ ０ ０ 先 端 と が 接 合 さ れ た デ リ バ リ ー ケ ー ブ ル ５ ０ ０ が  
、 第 ２ の 端 部 １ ２ ２ 側 か ら 略 中 央 部 １ ３ ０ を 介 し て 手 元 接 合 部 ４ １ ２ の 中 空 筒 に 挿 通 さ れ  
て 、 第 １ の 端 部 １ １ ２ 側 か ら 医 療 用 材 料 １ ０ ０ の 外 部 へ 通 す こ と が 可 能 な よ う に （ た と え  
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ば 、 第 １ の 端 部 １ １ ２ に デ リ バ リ ー ケ ー ブ ル ５ ０ ０ の ケ ー ブ ル 本 体 ５ １ ０ が 通 る 穴 が ） 形  
成 さ れ て い る 。
　 こ の 医 療 用 材 料 １ ０ ０ の 特 徴 的 で あ る 構 成 に つ い て 、 主 と し て 図 １ ０ お よ び 図 １ １ を 参  
照 し て 、 以 下 に 詳 し く 説 明 す る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 こ れ ら の 図 に 示 す よ う に 、 手 元 接 合 部 ４ １ ２ は 略 中 空 円 筒 形 状 を 備 え 先 端 接 合 部 ４ ２ ２  
は 略 円 筒 形 状 を 備 え る と と も に 手 元 接 合 部 ４ １ ２ の 略 中 空 円 筒 に 先 端 接 合 部 ４ ２ ２ の 略 円  
筒 が 挿 入 可 能 に 形 成 さ れ て い る 。 こ の 医 療 用 材 料 １ ０ ０ に お い て は 、 こ れ ら の 手 元 接 合 部  
４ １ ２ と 先 端 接 合 部 ４ ２ ２ と が 、 一 体 化 さ れ た 状 態 を 維 持 す る ロ ッ ク と 、 一 体 化 さ れ た 状  
態 を 維 持 し な い ア ン ロ ッ ク と 、 を 可 逆 的 ま た は 不 可 逆 的 に 実 現 で き る 。 こ の よ う な ロ ッ ク  
／ ア ン ロ ッ ク を 、 可 逆 的 ま た は 不 可 逆 的 に 実 現 す る た め に 、 以 下 の 構 成 を こ れ ら の 手 元 接  
合 部 ４ １ ２ と 先 端 接 合 部 ４ ２ ２ と は 備 え る 。 略 中 空 円 筒 形 状 を 備 え る 手 元 接 合 部 ４ １ ２ の  
内 径 は 、 カ テ ー テ ル ３ ０ ０ に 内 挿 さ れ る デ リ バ リ ー ケ ー ブ ル ５ ０ ０ の 外 径 よ り も 大 き い 。  
先 端 接 合 部 と デ リ バ リ ー ケ ー ブ ル 先 端 と が 接 合 さ れ た デ リ バ リ ー ケ ー ブ ル が 、 第 ２ の 端 部  
側 か ら 略 中 央 部 を 介 し て 手 元 接 合 部 の 中 空 筒 に 挿 通 さ れ て 、 第 １ の 端 部 側 か ら 医 療 用 材 料  
の 外 部 へ 通 す こ と が 可 能 な よ う に 形 成 さ れ 、 略 円 筒 形 状 を 備 え る 先 端 接 合 部 ４ ２ ２ は 、 デ  
リ バ リ ー ケ ー ブ ル ５ ０ ０ の 外 径 よ り も 大 き く 手 元 接 合 部 ４ １ ２ の 内 径 よ り も 小 さ い 外 径 部  
４ ２ ２ Ａ と 、 外 径 部 ４ ２ ２ Ａ の 外 径 よ り も 大 き い 係 合 部 ４ ２ ２ Ｃ と を 含 ん で 形 成 さ れ て い  
る 。 ま た 、 手 元 接 合 部 ４ １ ２ は 、 外 径 部 ４ ２ ２ Ａ に 合 致 し た 内 径 部 ４ １ ２ Ａ と 、 内 径 部 ４  
１ ２ Ａ の 内 径 よ り も 大 き く 係 合 部 ４ ２ ２ Ｃ に 合 致 し た 被 係 合 部 ４ １ ２ Ｃ と を 含 ん で 形 成 さ  
れ て い る 。 こ こ で 、 手 元 接 合 部 ４ １ ２ に お け る 内 径 部 ４ １ ２ Ａ が 外 径 部 ４ ２ ２ Ａ に 合 致 し  
た と は 、 少 な く と も 、 内 径 部 ４ １ ２ Ａ の 内 径 が 外 径 部 ４ ２ ２ Ａ の 外 径 よ り も 大 き く 、 先 端  
接 合 部 ４ ２ ２ の 外 径 部 ４ ２ ２ Ａ を 手 元 接 合 部 ４ １ ２ の 内 径 部 ４ １ ２ Ａ に 挿 入 す る こ と が で  
き る こ と を 意 味 し て い る 。 ま た 、 手 元 接 合 部 ４ １ ２ に お け る 被 係 合 部 ４ １ ２ Ｃ が 係 合 部 ４  
２ ２ Ｃ に 合 致 し た と は 、 被 係 合 部 ４ １ ２ Ｃ の 外 形 形 状 （ 凹 形 状 ） が 係 合 部 ４ ２ ２ Ｃ の 外 形  
形 状 （ 凸 形 状 ） よ り も 少 な く と も 同 じ ま た は 少 し だ け 大 き く 、 先 端 接 合 部 ４ ２ ２ の 係 合 部  
４ ２ ２ Ｃ が 手 元 接 合 部 ４ １ ２ の 被 係 合 部 ４ １ ２ Ｃ に 係 合 す る （ 引 っ 掛 か っ て 止 ま る ） こ と  
が で き る こ と を 意 味 し て い る 。 そ し て 、 手 元 接 合 部 ４ １ ２ に 先 端 接 合 部 ４ ２ ２ が 挿 入 さ れ  
る と 、 手 元 接 合 部 ４ １ ２ の 被 係 合 部 ４ １ ２ Ｃ に 先 端 接 合 部 ４ ２ ２ の 係 合 部 ４ ２ ２ Ｃ が 係 合  
す る こ と に よ り 、 医 療 用 材 料 １ ０ ０ は ア ン ロ ッ ク 状 態 か ら ロ ッ ク 状 態 へ 遷 移 さ れ る こ と に  
な る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
　 こ こ で 、 手 元 接 合 部 ４ １ ２ は 、 内 径 部 ４ １ ２ Ａ に 係 合 部 ４ ２ ２ Ｃ が 挿 入 さ れ る と き に 先  
端 接 合 部 ４ ２ ２ 側 の 内 径 が 拡 張 す る と と も に 、 被 係 合 部 ４ １ ２ Ｃ に 係 合 部 ４ ２ ２ Ｃ が 係 合  
す る と そ の 内 径 の 拡 張 が 解 消 さ れ る 展 開 性 を 備 え る こ と が 好 ま し い 。
　 こ こ で 、 こ の 展 開 性 は 、 一 例 で は あ る が 、 略 中 空 円 筒 形 状 を 備 え る 手 元 接 合 部 ４ １ ２ と  
し て 、 以 下 の よ う な 構 成 を 備 え る こ と が で き る 。 た と え ば 、 手 元 接 合 部 ４ １ ２ に お い て 、  
先 端 接 合 部 ４ ２ ２ 側 の 端 面 か ら 予 め 定 め ら れ た 位 置 で あ っ て 第 １ の 端 部 １ １ ２ 側 （ 手 元 側  
） の 端 面 に 到 達 し な い 位 置 ま で 、 略 中 空 円 筒 に お け る 外 面 と 内 面 と を 連 通 す る 溝 ４ １ ２ Ｂ  
で あ っ て デ リ バ リ ー ケ ー ブ ル ５ ０ ０ の 長 手 方 向 に 沿 っ た １ 以 上 の 溝 ４ １ ２ Ｂ を 備 え る こ と  
に よ り 、 こ の 展 開 性 を 実 現 す る こ と が で き る 。 こ こ で は デ リ バ リ ー ケ ー ブ ル ５ ０ ０ の 長 手  
方 向 に 垂 直 な 面 に お い て 線 対 称 か つ 点 対 称 に ４ 個 の 溝 ４ １ ２ Ｂ を 設 け て い る 。 ま た 、 こ の  
予 め 定 め ら れ た 位 置 は 、 被 係 合 部 ４ １ ２ Ｃ よ り も 手 元 側 で あ る 第 １ の 端 部 １ １ ２ 側 の 位 置  
で あ る こ と が 、 良 好 な 展 開 性 を 実 現 で き る 点 で 好 ま し い 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
　 ま た 、 先 端 接 合 部 ４ ２ ２ の 係 合 部 ４ ２ ２ Ｃ お よ び ／ ま た は 手 元 接 合 部 ４ １ ２ の 被 係 合 部  
４ １ ２ Ｃ は （ こ こ で は 先 端 接 合 部 ４ ２ ２ の 係 合 部 ４ ２ ２ Ｃ お よ び 手 元 接 合 部 ４ １ ２ の 被 係  
合 部 ４ １ ２ Ｃ で あ る が い ず れ か 一 方 で あ っ て も 構 わ な い ） 、 手 元 接 合 部 ４ １ ２ に 先 端 接 合  
部 ４ ２ ２ が 挿 入 さ れ る ア ン ロ ッ ク か ら ロ ッ ク へ 遷 移 さ れ る と き よ り も 、 手 元 接 合 部 ４ １ ２  
か ら 先 端 接 合 部 ４ ２ ２ を 離 脱 さ せ る ロ ッ ク か ら ア ン ロ ッ ク へ 遷 移 さ せ る と き の 方 が 、 手 元  
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接 合 部 ４ １ ２ と 先 端 接 合 部 ４ ２ ２ と の 相 対 的 移 動 に お け る 抵 抗 が 大 き い 形 状 を 備 え る こ と  
が 、 ロ ッ ク 状 態 を 維 持 し や す く で き る 点 で 好 ま し い 。 こ の よ う な 相 対 的 移 動 に お け る 抵 抗  
を 変 化 さ せ る た め に 、 こ の 形 状 と し て 、 以 下 の よ う な 構 成 を 備 え る こ と が で き る 。 た と え  
ば 、 先 端 接 合 部 ４ ２ ２ の 係 合 部 ４ ２ ２ Ｃ お よ び ／ ま た は 手 元 接 合 部 ４ １ ２ の 被 係 合 部 ４ １  
２ Ｃ に お け る 形 状 は 、 手 元 側 で あ る 第 １ の 端 部 １ １ ２ 側 が 先 端 側 で あ る 第 ２ の 端 部 １ ２ ２  
側 よ り も 滑 ら か な 形 状 で あ る こ と が 挙 げ ら れ る 。 さ ら に 具 体 的 に は 、 図 １ ０ お よ び 図 １ １  
に 示 す よ う に 、 手 元 側 で あ る 第 １ の 端 部 １ １ ２ 側 が 曲 面 形 状 ４ １ ２ Ｃ １ お よ び 曲 面 形 状 ４  
２ ２ Ｃ １ を 含 み 、 先 端 側 で あ る 第 ２ の 端 部 １ ２ ２ 側 が 平 面 形 状 ４ １ ２ Ｃ ２ お よ び 平 面 形 状  
４ ２ ２ Ｃ ２ を 含 ん で 形 成 さ れ る 形 状 で あ る こ と が 挙 げ ら れ る 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
　 こ れ ら の 特 徴 を 以 下 に 取 り 纏 め て 説 明 す る 。
　 本 実 施 の 形 態 に 係 る 医 療 用 材 料 １ ０ ０ に お い て は 、 手 元 接 合 部 ４ １ ２ と 先 端 接 合 部 ４ ２  
２ と が 、 一 体 化 さ れ た 状 態 を 維 持 す る ロ ッ ク と 、 一 体 化 さ れ た 状 態 を 維 持 し な い ア ン ロ ッ  
ク と 、 を 可 逆 的 ま た は 不 可 逆 的 に 実 現 で き る よ う に 以 下 の 構 成 を 備 え る も の と な る 。
　 医 療 用 材 料 １ ０ ０ に お け る ロ ッ ク ／ ア ン ロ ッ ク 機 構 の メ カ ニ ズ ム は 、 編 み 目 状 組 織 の 筒  
体 の 左 心 房 側 （ 先 端 側 、 第 ２ の 端 部 １ ２ ２ 側 ） に 設 け ら れ た 先 端 接 合 部 ４ ２ ２ お よ び 右 心  
房 側 （ 手 元 側 、 第 １ の 端 部 １ １ ２ 側 ） に 備 え 付 け ら れ た 手 元 接 合 部 ４ １ ２ に よ り 、 手 元 接  
合 部 ４ １ ２ に 先 端 接 合 部 ４ ２ ２ が 挿 入 さ れ る と 、 手 元 接 合 部 ４ １ ２ の 被 係 合 部 ４ １ ２ Ｃ に  
先 端 接 合 部 ４ ２ ２ の 係 合 部 ４ ２ ２ Ｃ が 係 合 す る こ と に よ り 、 医 療 用 材 料 １ ０ ０ は ア ン ロ ッ  
ク 状 態 か ら ロ ッ ク 状 態 へ 遷 移 さ れ る こ と に よ り 実 現 さ れ る 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
　 よ り 具 体 的 に は 、 （ デ リ バ リ ー ケ ー ブ ル ５ ０ ０ の 外 径 ＜ ） 先 端 接 合 部 ４ ２ ２ の 外 径 部 ４  
２ ２ Ａ の 外 径 ＜ 手 元 接 合 部 ４ １ ２ の 内 径 部 ４ １ ２ Ａ の 内 径 ＜ 先 端 接 合 部 ４ ２ ２ の 係 合 部 ４  
２ ２ Ｃ の 外 径 ＜ 手 元 接 合 部 ４ １ ２ の 被 係 合 部 ４ １ ２ Ｃ の 内 径 （ ＜ 手 元 接 合 部 ４ １ ２ の 外 径  
＜ カ テ ー テ ル ３ ０ ０ の 内 径 ） を 満 足 し て い る 。 ま ず 、 図 １ ０ （ Ａ ） に 示 す よ う に 、 先 端 接  
合 部 ４ ２ ２ の 外 径 部 ４ ２ ２ Ａ が 手 元 接 合 部 ４ １ ２ の 内 径 部 ４ １ ２ Ａ に 侵 入 し 始 め て （ 侵 入  
方 向 は 矢 示 Ｘ （ ２ ） 方 向 ） 、 図 １ ０ （ Ｂ ） に 示 す 状 態 に な る 。 図 １ ０ （ Ｂ ） に 示 す 状 態 か  
ら 、 先 端 接 合 部 ４ ２ ２ の 外 径 部 ４ ２ ２ Ａ が 手 元 接 合 部 ４ １ ２ の 内 径 部 ４ １ ２ Ａ に さ ら に 侵  
入 す る と 、 す な わ ち 、 先 端 接 合 部 ４ ２ ２ の 係 合 部 ４ ２ ２ Ｃ が 手 元 接 合 部 ４ １ ２ の 内 径 部 ４  
１ ２ Ａ に 侵 入 し 始 め る と 、 手 元 接 合 部 ４ １ ２ が 備 え る 溝 ４ １ ２ Ｂ の 幅 が 広 が る こ と に よ る  
展 開 性 に よ り 手 元 接 合 部 ４ １ ２ の 内 径 部 ４ １ ２ Ａ が 大 き く な る よ う に 変 形 し て 、 内 径 部 ４  
１ ２ Ａ の 内 径 が 拡 張 す る （ 手 元 接 合 部 ４ １ ２ の 内 径 部 ４ １ ２ Ａ の 内 径 ≒ 先 端 接 合 部 ４ ２ ２  
の 係 合 部 ４ ２ ２ Ｃ の 外 径 ） 。 な お 、 こ の よ う に 内 径 部 ４ １ ２ Ａ の 内 径 が 拡 張 し て も 、 手 元  
接 合 部 ４ １ ２ は 破 壊 し な い よ う に 、 た と え ば 可 撓 性 を 備 え る 素 材 が 好 適 に 採 用 さ れ る 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
　 先 端 接 合 部 ４ ２ ２ の 外 径 部 ４ ２ ２ Ａ が 手 元 接 合 部 ４ １ ２ の 内 径 部 ４ １ ２ Ａ に さ ら に 侵 入  
す る と 、 手 元 接 合 部 ４ １ ２ の 被 係 合 部 ４ １ ２ Ｃ に 先 端 接 合 部 ４ ２ ２ の 係 合 部 ４ ２ ２ Ｃ が 係  
合 す る こ と と と も に 、 内 径 部 ４ １ ２ Ａ の 内 径 の 拡 張 が 解 消 さ れ て 、 医 療 用 材 料 １ ０ ０ は ア  
ン ロ ッ ク 状 態 か ら ロ ッ ク 状 態 へ 遷 移 さ れ る 。
　 さ ら に 、 限 定 さ れ る も の で は な い が 、 手 元 側 で あ る 第 １ の 端 部 １ １ ２ 側 が 曲 面 形 状 ４ １  
２ Ｃ １ お よ び 曲 面 形 状 ４ ２ ２ Ｃ １ （ い ず れ も 半 球 状 （ ド ー ム 状 ） ） を 含 み 、 先 端 側 で あ る  
第 ２ の 端 部 １ ２ ２ 側 が 平 面 形 状 ４ １ ２ Ｃ ２ お よ び 平 面 形 状 ４ ２ ２ Ｃ ２ を 含 ん で 形 成 さ れ る  
形 状 で あ る と 、 ア ン ロ ッ ク 状 態 か ら 一 旦 ロ ッ ク 状 態 へ 移 行 す る と 、 ロ ッ ク 状 態 か ら ア ン ロ  
ッ ク 状 態 へ の 移 行 し に く く で き る た め に 、 穴 に セ ッ ト さ れ た 医 療 用 材 料 １ ０ ０ が 誤 っ て 脱  
落 し な い 点 で 好 ま し い 。 な お 、 こ の よ う な 係 合 部 ４ ２ ２ Ｃ お よ び 被 係 合 部 ４ １ ２ Ｃ の 形 状  
が 半 球 状 で あ る こ と は 必 須 で は な く 、 球 状 等 に す る こ と に よ っ て ロ ッ ク 状 態 ／ ア ン ロ ッ ク  
状 態 を 可 逆 的 に 操 作 す る こ と が で き る 点 で 好 ま し い 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
　 な お 、 手 元 接 合 部 ４ １ ２ お よ び 先 端 接 合 部 ４ ２ ２ の 素 材 （ 材 質 ） は 、 上 述 し た 構 成 ま た  
は 機 能 が 実 現 で き る も の で あ れ ば 特 に 限 定 さ れ る も の で は な く 、 金 属 製 で 会 っ て も 樹 脂 製  
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で あ っ て も 生 体 吸 収 性 を 備 え た 素 材 で あ っ て も そ の 他 の 素 材 で あ っ て も 構 わ な い 。
　 こ こ で 、 図 示 し た 先 端 接 合 部 ４ ２ ２ お よ び 手 元 接 合 部 ４ １ ２ の 長 手 方 向 （ デ リ バ リ ー ケ  
ー ブ ル ５ ０ ０ の ケ ー ブ ル 本 体 ５ １ ０ の 長 手 方 向 と 同 じ ） の 長 さ は 、 単 な る 一 例 に 過 ぎ ず 、  
ア ン ロ ッ ク 状 態 と ロ ッ ク 状 態 と を 可 逆 的 ま た は 不 可 逆 的 に 実 現 す る こ と が で き る も の で あ  
れ ば 限 定 さ れ る も の で は な く 、 そ れ ら の 長 さ は 適 宜 に 設 定 さ れ る 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
　 さ ら に 、 図 １ に 示 す 状 態 に お い て 、 個 体 に よ り 異 な る 心 房 中 隔 の 厚 み に 応 じ て 略 中 央 部  
１ ３ ０ の 長 さ （ 第 １ の 端 部 １ １ ２ と 第 ２ の 端 部 １ ２ ２ と の 距 離 で も あ る ） を 変 更 し て 、 さ  
ら に 、 先 端 接 合 部 ４ ２ ２ お よ び 手 元 接 合 部 ４ １ ２ の 長 手 方 向 の 長 さ を 、 心 房 中 隔 の 厚 み が  
薄 い 場 合 に は 先 端 接 合 部 ４ ２ ２ と 手 元 接 合 部 ４ １ ２ と が よ り 近 づ い て ロ ッ ク で き る よ う に  
設 定 し て 、 心 房 中 隔 の 厚 み が 厚 い 場 合 に は 先 端 接 合 部 ４ ２ ２ と 手 元 接 合 部 ４ １ ２ と が よ り  
遠 ざ か っ て ロ ッ ク で き る よ う に 、 設 定 す る こ と も 考 え ら れ る 。
【 ０ ０ ３ ０ 】
　 こ の 医 療 用 材 料 １ ０ ０ は 、 先 端 接 合 部 ４ ２ ２ に よ り デ リ バ リ ー ケ ー ブ ル ５ ０ ０ 先 端 が 第  
２ の 端 部 １ ２ ２ に 接 合 さ れ た 医 療 用 材 料 １ ０ ０ の 全 体 が カ テ ー テ ル ３ ０ ０ に 収 納 さ れ て い  
る 状 態 で 、 デ リ バ リ ー ケ ー ブ ル ５ ０ ０ が 操 作 さ れ て 、 医 療 用 材 料 １ ０ ０ が カ テ ー テ ル ３ ０  
０ の 開 口 部 の 方 向 へ 進 む よ う に カ テ ー テ ル ３ ０ ０ の 先 端 か ら 第 ２ の 筒 部 １ ２ ０ に 続 い て 第  
１ の 筒 部 １ １ ０ が カ テ ー テ ル ３ ０ ０ の 外 部 へ 出 さ れ る こ と に よ り 、 第 １ の 端 部 １ １ ２ と 第  
２ の 端 部 １ ２ ２ と が 略 中 央 部 １ ３ ０ を 中 心 に し て 接 近 す る 。 さ ら に 、 デ リ バ リ ー ケ ー ブ ル  
５ ０ ０ が 操 作 さ れ て 、 手 元 接 合 部 ４ １ ２ と 先 端 接 合 部 ４ ２ ２ と を 上 述 し た よ う に 一 体 化 さ  
せ る と と も に そ の 状 態 を 維 持 す る よ う に ロ ッ ク さ れ て 医 療 用 材 料 １ ０ ０ に よ り 閉 鎖 さ れ る  
穴 に 対 応 し た 大 き さ ま で 他 の 部 分 の 筒 径 が 拡 張 さ れ た 状 態 が 維 持 さ れ る 。 さ ら に 、 デ リ バ  
リ ー ケ ー ブ ル ５ ０ ０ が 操 作 さ れ て 、 先 端 接 合 部 ４ ２ ２ と デ リ バ リ ー ケ ー ブ ル ５ ０ ０ 先 端 と  
が 接 合 状 態 か ら 非 接 合 状 態 へ 移 行 さ れ て 、 デ リ バ リ ー ケ ー ブ ル ５ ０ ０ を 内 挿 し た カ テ ー テ  
ル ３ ０ ０ が デ リ バ リ ー ケ ー ブ ル ５ ０ ０ と と も に 穴 の あ る 部 位 か ら 離 脱 さ れ る こ と が 可 能 に  
形 成 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ３ １ 】
　 こ れ ら の 手 順 は 、 た と え ば 、 こ の 医 療 用 材 料 １ ０ ０ を 心 房 中 隔 欠 損 症 の カ テ ー テ ル 治 療  
に 使 用 し た 場 合 に 、 図 ６ ～ 図 ９ を 参 照 し た 使 用 態 様 と し て 説 明 す る こ と が で き る 。 た だ し  
、 本 願 の 図 ６ ～ 図 ９ を 参 照 し て 説 明 す る こ の 医 療 用 材 料 １ ０ ０ の 使 用 態 様 は 、 本 願 出 願 人  
に よ り 出 願 さ れ た 、 特 開 ２ ０ ２ １ － ０ ５ ３ ２ ６ ７ 号 公 報 （ 本 願 に お け る 特 許 文 献 １ ） 、 国  
際 公 開 ２ ０ １ ６ － １ ７ ４ ９ ７ ２ 号 公 報 （ そ の 米 国 特 許 出 願 公 開 第 ２ ０ １ ８ ／ ０ １ ０ ３ ９ ５  
６ Ａ １ 号 明 細 書 ） お よ び 国 際 公 開 ２ ０ ２ ０ － ０ １ ２ ７ ２ ８ 号 公 報 （ そ の 米 国 特 許 出 願 公 開  
第 ２ ０ ２ １ ／ ０ １ ６ ９ ４ ９ ７ Ａ １ 号 明 細 書 ） に お け る 図 ６ ～ 図 ９ の 説 明 と 、 先 端 接 合 部 ４  
２ ２ お よ び 手 元 接 合 部 ４ １ ２ の 構 造 お よ び そ れ ら の 構 造 に よ る ロ ッ ク ／ ア ン ロ ッ ク を 可 逆  
的 ま た は 不 可 逆 的 に 実 現 で き る 点 を 除 い て 、 同 じ で あ る た め に 、 こ こ で の 詳 細 な 説 明 は 繰  
り 返 さ な い 。
【 ０ ０ ３ ２ 】
　 こ こ で 、 図 ６ お よ び 図 ７ に お け る 医 療 用 材 料 １ ０ ０ の 状 態 は 図 ３ の 状 態 （ ア ン ロ ッ ク 状  
態 ） で あ っ て 、 図 ８ に お け る 医 療 用 材 料 １ ０ ０ の 状 態 は 図 ４ の 状 態 （ ア ン ロ ッ ク 状 態 ） で  
あ っ て 、 図 ９ に お け る 医 療 用 材 料 １ ０ ０ の 状 態 は 図 １ の 状 態 （ ロ ッ ク 状 態 ） で あ る 。
　 以 上 の よ う に し て 、 本 実 施 の 形 態 に 係 る 医 療 用 材 料 １ ０ ０ に よ る と 、 生 体 内 の 治 療 部 位  
に て 放 出 ・ 留 置 で き る 低 侵 襲 の カ テ ー テ ル 治 療 を 、 複 雑 な 構 造 を 備 え ず 容 易 か つ 確 実 な 操  
作 で （ ロ ッ ク ／ ア ン ロ ッ ク を 可 逆 的 ま た は 不 可 逆 的 に 実 現 ） 可 能 と な る 医 療 用 材 料 を 提 供  
す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ３ ３ 】
　 な お 、 今 回 開 示 さ れ た 実 施 の 形 態 は す べ て の 点 で 例 示 で あ っ て 制 限 的 な も の で は な い と  
考 え ら れ る べ き で あ る 。 本 発 明 の 範 囲 は 上 記 し た 説 明 で は な く て 特 許 請 求 の 範 囲 に よ っ て  
示 さ れ 、 特 許 請 求 の 範 囲 と 均 等 の 意 味 お よ び 範 囲 内 で の す べ て の 変 更 が 含 ま れ る こ と が 意  
図 さ れ る 。
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【 産 業 上 の 利 用 可 能 性 】
【 ０ ０ ３ ４ 】
　 本 発 明 は 、 生 体 組 織 に 形 成 さ れ た 穴 を 治 療 す る た め に カ テ ー テ ル に セ ッ ト さ れ る 医 療 用  
材 料 に 好 適 で あ り 、 治 療 部 位 に て 放 出 ・ 留 置 で き て 低 侵 襲 の 治 療 が 可 能 で 、 医 療 用 材 料 が  
体 内 に 残 存 し て も 遠 隔 期 の 不 具 合 の 可 能 性 が ほ と ん ど な い 点 、 お よ び 、 操 作 性 が 好 ま し い  
点 で 、 特 に 好 ま し い 。
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ ３ ５ 】
　 １ ０ ０   医 療 用 材 料 （ 閉 鎖 栓 ）
　 １ １ ０   第 １ の 筒 部
　 １ １ ２   第 １ の 端 部
　 １ ２ ０   第 ２ の 筒 部
　 １ ２ ２   第 ２ の 端 部
　 １ ３ ０   略 中 央 部
　 １ ５ ０   生 体 吸 収 性 繊 維
　 ２ ０ ０   心 臓
　 ２ ５ ０   心 房 中 隔
　 ２ ５ ２   穴
　 ３ ０ ０   カ テ ー テ ル
　 ４ １ ２   手 元 接 合 部
　 ４ ２ ２   先 端 接 合 部
　 ５ ０ ０   デ リ バ リ ー ケ ー ブ ル （ 操 作 ワ イ ヤ ー ）
【 図 面 】
【 図 １ 】 【 図 ２ 】
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【 図 ３ 】 【 図 ４ 】

【 図 ５ 】 【 図 ６ 】
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【 図 ７ 】 【 図 ８ 】

【 図 ９ 】 【 図 １ ０ 】
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【 図 １ １ 】
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